
学習者主体の授業づくりに向けた「振り返り」の事例 

学校名 南九州市立頴娃小学校 児童生徒数 ８４人 

振り返りをしている子供の様子や，振り返りの視点，振り返りの記述等 

５年算数 

第 1時～第 4時までに学習した平行四辺形の面積の公式を導くまでの学習活動を生かし

て，三角形の面積を求める方法を考える学習の振り返り。 

 

２をかけたので２で割るという公式へつ  見通し段階の気付きを生かしながら高さ 

ながる考え方（図１）          の分からない問題へ挑む姿勢（図２） 

 

 

 

 

 

 

友達との交流の中で今まで自分一人では 

気付かなかった考え方を知った喜び（図３） 

取組についての概要（成果） 

第５学年 算数科「面積の求め方」における実践（５／１２） 

本校では，学習意欲の向上と基礎学力の向上のためにも，積極的な「声かけ」と意図

的な「振り返り」を行うように心がけている。またその中で，友達と自分の考えの類似

点や相違点について考え方を共有できる交流の場（ペア・グープ・全体）を積極的に取

り入れるようにしている。 

振り返りをさせる際の二つの視点で考えさせるようにしている。 

①本時の学習内容→本時図１ 学習の中で気付いたこと・学習のきまり等 

②学びに向かう姿勢→本時図２・３ 友達のよさ・学びによる達成感・学びへの意欲等 

前時の子供の振り返った内容を意図的に導入段階で取り上げることで本時への意識

の流れがスムーズになり，意欲的に学習活動に取り組む姿が多くみられるようになっ

た。また，友達のよさを見つけることで個々の自己肯定感が徐々に高まりつつある。 

課題として振り返りが形式的にならないように，授業終末だけでなく，授業の展開の

中での必要な場面で子供たちの振り返りを活用させるようにしたい。 

 


